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このたび歴史ある彩星の会の顧問に御推挙いただき、

あらためて身が引き締まる想いです。昨年度は定例会にな

かなかお伺いできず、また私のような若輩で良いのかとも

随分悩みました。ただ会のこれからの発展のために若い血

が必要とされているのだ、と考えてご要請をお受けしたい

と思います。大先達である宮永和夫先生を始め、顧問の諸

先輩がたのご指導を仰ぎながら、若年認知症のご本人・ご

家族の生活に貢献し、また医療面での的確なアドバイスが

できるように、いっそうの研鑽を積んでまいりたいと存じ

ます。 

さて私ごとですが、この四月からは東北大学に所属し、

仙台市に住居を移しております。これまでの「医学部」とい

う枠ではなく、工学部にある未来科学技術共同研究センタ

ー工事高齢者脳医学プロジェクトという部署で働かせてい

ただいています。精神科の臨床医として定時に病院へ通

勤し、外来や病棟での診療に従事してきた生活とは、また

違った刺激を受けています。 

東北大学は、実学を是とする大学です。議論のための議

論に満足せず、技術を通じて、人に社会に貢献することを

重んじる気風をひしひしと感じます。私の目から見た東北

の方々は気骨たくましく、団結して皆が一事に取り組むこ

とで、地方の限られた資源のなかに目覚ましい成果を生み

だそうという情熱があります。 

私の所属は研究室にこもる教室ではなく、地域医療に貢

献しながら臨床に基づいた脳科学のエビデンスを確立し、

医療施策への提言や機器の開発につなげる部門です。で

すから日頃の仕事は毎朝、宮城県北に電車で向かって、岩

手県との境に近い大崎市、石巻市、涌谷町といった地域で

医療支援を行っています。 

仙台から一歩離れるともう平野が広がって、田畑のなか

に家々が点在し、イグネと言われる屋敷林が美しい田園風

景になります。白鷺や野鳥の群れが畑に舞い降り、餌を啄

ばんでいます。遠くの山の端で空の色が刻々と変わるのも、

じっと眺めていて飽きません。北上川の水辺は緑が生い茂

り、水面に光が戯れて目に鮮やかです。大地に足をつけて

空を仰ぎ、土の匂いを感じ、風に耳を澄まし、時計の文字盤

を離れた自然の時間を体感しています。 

都会では物がたくさんあっても、「あれがない、これが

ない」と欲求に際限がなかったように思います。こうした

地域では同じことを言っても始まりません。CT 一枚がすぐ

に撮れない、採血の結果がすぐに出ない環境で、患者さん

から良く話を聴き、体を丁寧に診るという医の基本に立ち

返る大切さが身にしみます。また、おたがいの生活が密な

ぶん、暮らしぶりが想像しやすかったり、往診で足を運んで

実際に目にしたり、病院とその外の垣根が薄く地続きに感

じられます。疾患に手当てをするだけでなく、生活を支え

る視点が自然に生まれてきます。この感覚を若年認知症と

の関わりでも活かしたいと思っています。 

“生活を支える”とはつまるところ、「眼前のご本人、ご家

族が本当に望んでいることは何なのか」ではないでしょう

か。そうした当然なことが聞き漏らされている気がしてな

りません。医療や支援者が自分の提供できる治療手段や

サービスを露店のように広げて見せて、「さあ、あなたはど

れにしますか」では物ごとは前進しません。今ここにない

ものでも、今何が必要とされているのかを明確にすること

で、次の行動への確実な一歩につながります。 

既存の枠組みをやりくりする小器用さではなく、大らか

に人と交わり、活発に意見を交換し、その声を聞き届けて、

「未だにないものを生む」医療人に成長すべく、皆様と歩

みをともにさせていただければ、これ以上の幸せはありま

せん。 

どうぞこれからも引き続き、よろしくお願いいたします。 
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 5月にしては珍しく真夏日となった26日の日曜日に、

彩星の会5月定例会として、新宿御苑の「ユリノキ」の下

に 51名のご本人、家族等が集まりました。 

 

 車椅子で参加されたご本人、新潟から駆け付けた家

族、小さなお子様を連れた家族もいて、それぞれが持

ち寄ったお弁当を、大きな「ユリノキ」の木陰で初対面の

方どうしが一緒になって楽しみました。食事中には、あ

ちらこちらから思いのこもった差し入れのお新香や、お

菓子が回ってきました。 

 
 食事がひと段落して参加者の自己紹介が始まりまし

た。ごく最近認知症の疑いと診断されてどうしてよいの

か戸惑っている初参加の家族の話、久しぶりに広い気持

の良い場所に来て元気になってきたご本人の話、毎朝

妻の顔を見て元気をもらっている家族の話など、参加者

全員が最後まで他の家族の自己紹介を聞き漏らさない

ように集中している熱い集団が、広大な新宿御苑の一

角に存在しました。 

 自己紹介が終わり、手作りの「彩星の会家族会」の看

板を囲んで記念撮影を行い、思い出の記憶を写真に残

しました。 

 

 
 記念撮影が終わると、参加者各自で御苑内を散策で

きる自由解散となりましたが、ほとんどの方がその場に

残っていました。初めて参加された家族も含め多くの参

加家族が他の介護家族や介護経験者などと自由に情報

交換できる貴重な時間となりました。 

自己紹介では言い足りなかった日常生活の不安、疑

問などを同じ悩みを持つ家族どうしで分かち合いまし

た。先輩介護者も初めて参加された家族の自己紹介を

頼りに積極的に声がけをして、その家族に役に立ちそう

な情報を提供していました。あちらこちらで連絡先を交

換する光景が見られ、不安そうだった参加者の顔が目

に見えて明るくなってきました。 

自治体の介護関連窓口や、病院の診察室等ではなか

なか話せないような、毎日の介護生活のストレス、失敗

などを気軽におしゃべりして、同じ苦しみを体験するこ

とでしか持ちえない連帯感などを体験できたのではな

いでしょうか。 

 真夏日の暑さを感じさせないそよ風が通り抜ける大

きな「ユリノキ」の木陰に包まれて、車椅子で転寝する

ご本人の気持ちよさそうな寝顔を見て、多くの参加者

が満足感を得られたと思います。 

（報告：藤沼三郎） 

 

 

 

 

 今年も新宿御苑散策は好天気に恵まれました。苑内

も昨年よりは一般客が少ないように感じました。米大統

領トランプ氏の来日が影響をしているようです。また、

「新宿御苑散策」の行事は雨天中止が一度もないこと

不思議です。 

この日の散策も３時３０分には苑内をあとに３０人を超え

る参加者が、二次会場所の「東北餃子房」に向かいまし

た。 

御苑散策は５０人以上の参加でした。その半数の人が

二次会に参加です。この数字は「彩星の会・家族会」でな

いと出せない数字と自負しております。 

 昨年と同じ中華料理店ですが。昨年は２４名の参加で

すが、今年はこの数字を超えました。 

店内では、４テーブルに分散して着席しました。いつ

もの馴染み人と同席の人もあれば、久しぶりの人を見

つけて、席の移動を願う会員さんの姿も見られました。 

特記したいことは、今日、初めて散策に参加の「Sさん」

もこの仲間に交じって、乾杯のなかに入っていただいた

ことが、世話人にはおおきな喜びです。 

後日、その「S」さんからは、楽しかった内容のメールを

いただきました。定例会や二次会などの行事に参加す

ることで、明日へのを楽しい介護につなげていただき

たいと思っております。（２０１９年６月１０日 森義弘 記） 

 

彩星の会 初夏の旅行・報告 
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藤沼三郎 
 

 

 今年度から彩星の会の世話人としてお手伝いさせ

ていただくことになりました藤沼と申します。 

2009 年に私の妻が 55 歳の時にアルツハイマー型若

年性認知症と診断されてから、2017 年 12 月に 63 歳の

妻を自宅で看取るまで、在宅を中心に 8 年間妻の介護

を行ってきました。 

彩星の会に 2013 年に入会してから、娘や義姉に手伝

ってもらい妻を伴って2度ほど定例会に参加することが

できましたが、在宅介護中はなかなか定例会等の催しに

は出席できませんでした。少しでも自由な時間が取れ

れば介護を離れて自分の為に時間を使うことが精一杯

で、「彩星だより」で紹介される彩星の会の活発な活動

報告を羨ましくすら思ってしまいました。 

一方「彩星だより」での会員の体験談は貴重な情報

源であり、同じような苦労をしている方々を知ることが

日々の頑張りにつながったと思います。 

時間が取れるようになった昨年の春から、私の個人

的な体験だけでも皆様のお役に少しでも立てないかと

定例会などに参加するようになりました。 

久しぶりの参加に会場の敷居が高く、和気あいあいと

した会の雰囲気に自分の居場所が見つけられない心配

がありましたが、すぐに世話人の方から声を掛けられお

名刺を頂きました。 

新しい環境に溶け込むことが苦手な男性高齢者にと

ってとてもありがたい心遣いで気持ちが楽になりまし

た。また、現在介護中や看取り終わった介護家族が世話

人や OB として会の為に活躍されている様子は、介護を

体験することで得られた人間としての幅の広がりを目

の当たりにした気がしました。さらに、日頃の介護の悩み

事、利用できる社会制度の情報、症状の今後の進行など、

介護家族が真剣になって他の家族の話に耳を傾ける参

加者の迫力に圧倒されました。 

森代表からの直筆のお葉書や世話人へのお誘いに、

「ボーっと生きてんじゃないの！」と妻に背中を押され

ているような気がして、世話人の大役をお引き受けする

ことにいたしました。 

そんな訳で会の経験、運営等については全くの初心

者で、先輩世話人や会員の方々の足を引っ張ってしまう

日々ですが、初心者なりの感覚が会の活性化につなが

ると信じています。 

会に出席したくてもできない多くの会員で構成され

ている若年性認知症家族会の特殊性を忘れず、少しで

も皆様のお役に立てるように頑張っていきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 

藤沼 三郎 

 地元の家族会に出席したときに、良い映画なのに来

館者が少ないと紹介され、会が終わってから直ぐに観

てきた映画です。 

 

 物語は、厳格な教育者だった70歳の父親が認知症を

発症し、記憶を失っていく父に翻弄される 7 年間を、姉

妹の生活を中心に描かれたものです。 

 

 仕事の夢や恋愛に躓いている蒼井優が演じる次女・

芙美と、海外生活に戸惑い夫と長男との生活がこじれ

始めている竹内結子が演じる長女・麻里は、父の発症に

よって改めて自分自身の人生と向き合うことになって

来ます。 

 

普段は何もしてこなかったような父親が認知症になる

ことで家族に注いできた愛情に気づかされ、どんなとき

にも家族の誕生日にはとんがり帽子をかぶってお祝い

をするといった変わらない家族の結束に、姉妹が前を向

き出します。 

 

 最近、多くの独身男性に希望と勇気を与えてくれた

女優蒼井優の不憫な女性役はいつもながら見ごたえが

あります。松原智恵子が演じる母･曜子の苦悩があまり

描かれなかったのが少し残念ですが、家族の愛情が次

の世代にも引き継がれていく後味の良い映画でした。 

 

「だいじょうぶ。 記憶は消えても、愛は消えない。」 

 

 

 

 

 
 

映画案内 

『長いお別れ』 
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〈自己紹介〉 
夫：62歳。3年前若年性アルツハイマー病と診断。現在の

認知度は中程度。マラソンが趣味だが、最近、長距離散

歩主体に。就労支援 B型施設を利用中。 

妻：59歳。伊豆半島で夫と二人暮らし。子供なし。犬 1頭。

「曖昧な喪失」（彩星だより第 91 号『巻頭言 千葉京子

先生』をご参照）と夫の「食欲不振」が現在の悩み。 

 

 

家族旅行の回想 
 ６月１日から１泊２日の家族旅行に参加した。伊豆大仁
ホテル泊～かねふく明太パーク見学～沼津魚市場見学
及び昼食というルートで、さわやかな好天に恵まれた二
日間であった。 

 
 伊豆在住の私達は、ホテル直行で家族会の皆様に合

流した。夫は、なぜホテルにいるのか理解できず、否定

的な言葉を連ね始めた。アルツハイマーのお祭りをタダ

で楽しめる！と言い包め、機嫌を戻すことに成功。ブッ

フェ形式の夕食では、家族会の皆様が私達を盛り上げ

てくださり、夫の気分は上々。「皆が認知症で面白い！」

と、私の耳元で囁き、大笑いしていた。皆様を認知症と

思い込めるほど（ご容赦を…）、その場の雰囲気は明る

く、楽しく、安心できるものだった。特に、当事者である

おふたり、同い年のＮさん、Ｈさんと知り合えたことは大

きかった。Ｈさんは、底抜けに明るいお人柄と積極性で、

夫を虜にしてしまった。 

 

 カラオケでは、帰ろうとした途端始まった「怪傑ハリ

マオ」の曲に、辺りも気にせず大声で「はりまお～、はり

まお～・・・」と歌い出した夫。驚く私を尻目に、百戦錬磨

の家族会の方々は、あっという間に夫を輪の中へ引き

込んで行く。宴会嫌いのはずが、皆様と一緒にたくさん

の歌を口ずさんでいる姿には、私の胸も熱くなった。頑

な心の鎧を、これほど短時間で取り払えたことは驚きで

あり、今後の課題として、環境の重要性と可能性を思い

知らされた。 

 

 

 部屋に戻ってからも、一度は拒否した大浴場に夫が行

きたいと言い出し、再び大騒ぎ。既に入浴を済ませてお

られた世話人の男性おふたりが、気持ちよく付き添って

くださった。浴場でも大声で歌い、泳ぎまで披露したと

のことである。皆様には、本当に頭の下がる夜であっ

た。 

 次の日もご機嫌で、旺盛な食欲で朝食に挑んでいた。

ふと気付くと、隣にお掛けになったＴ先生に、私にも話さ

なかった悩みを夫が明るい顔で打ち明けている。プロフ

ェッショナルを超えた、やさしい女性という部分が夫の

琴線に触れたに違いない。その日一日、皆様とお別れす

るまで、夫は安心しきってＴ先生と手を繋ぎ、とても幸

せそうであった。 

 帰宅してからも楽しい記憶は数日間続き、夫の口から

急に言葉となって飛び出した。「本当に面白い人が多か

った‼」 

 

旅行を終えて思うこと 
 「家族会」とは、当事者の心に寄り添う大家族のよう

な存在だった。魔法の手際もたくさん見せていただい

た。それでも、夫が私を忘れてしまう日が怖い。原初の

未来へ戻る旅の相棒は辛すぎる。その負の感情を自然

のまま受け止め、夫が「幸せな認知症」の状態に近づけ

ることを考えよう。そう思えたのは、皆様の明るく前向

きなお姿に気付き、穏やかでやさしいお気持ちに感銘を

受けたからである。 

 これからも、何卒お力添えをのほど、よろしくお願い

いたします。この場をお借りし、夫が感じていたことも含

め、改めて御礼を申し上げます。本当にありがとうござ

いました。 
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『ＮＰＯ法人杉並介護者応援団』 

平成 17 年秋、杉並区が介護者支援対策として

「介護者の会」設立を区内包括に呼びかけ、賛同

した包括が介護者の掘り起こしを目的に「介護教

室」を開催しました。 

同時期に区が「介護者サポーター養成講座」を

開催、介護家族を支援する介護者ボランティア育

成に取り組み、誕生した１２名のサポーターが平

成１７年１２月、介護教室終了後に誕生した「介

護者の会」に運営の協力を開始、介護者に寄り添

いながら介護者同士が同じ立場で語り合い聴き合

い情報交換が出来る居場所作りを始め、平成１８

年３月、任意団体杉並介護者応援団を設立しまし

た。 

地道な市民活動が評価され平成20年には「認知

症でもだいじょうぶ町づくりキャンペーン」に選

出されたことは応援団として大きな力となりまし

た。 

その後も変わることなく支援者交流や研修に励

み、年 2 回開催される「杉並介護者の会連絡会」

の企画運営を区より受託するにあたり平成 21 年

2月にＮＰＯ法人杉並介護者応援団となり、この頃

から認知症サポーター養成講座にも取り組み始め

ます。 

都立高校奉仕の授業を担当するチャンスに恵ま

れ、寸劇を取り入れた講座が大好評だったことが

きっかけで劇団「もうすぐ我が身」を立ち上げて

毎年小・中学校や高校に出向き介護や認知症の啓

発を継続出来ることは大きな喜びとなっていま

す。 

また平成23年に立ち上げた「男性介護者の会」

の参加者から「介護で何年も居酒屋に行けない」

との声を受け止め平成 25 年アルコールを傾けな

がら介護情報交換できる「晩めし屋」を開催。 

さらに「医療連携型認知症カフェ・Ｍカフェ」・

「マンマのカレー屋さん」・「おばあちゃんの駄菓

子屋サロン」等名称や形態は異なりますが全ては

介護者と介護家族支援が目的で気軽に立ち寄れる

サロンやカフェを開催しています。 

その間、区より「ゆうゆう高円寺東館」（敬老会

館）の運営を受託して 9 年目。地域の方々の協力

を得ながら、今のところは元気な高齢者である応

援団スタッフがお互い様の気持ちで支援が必要と

なられた地域高齢者の方々を見守ることの大切さ

を痛感している毎日です。 

 

 

 

◇認知症サポーター養成講座 

◇認知症模擬演技による演習 

 

  
 

 

◇劇団もうすぐわがみ 

お昼ご飯食べてないんだけど 

 
 

◇男性がリラックス・リフレッシュできる場 

晩めし屋 

 

 

◇地域の居場所 ◇楽しむカフェ 

 

 

 

 

食べた！ 

もう 10回も

言ってる
よ！！ 
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『ウォーキングシューズ』 
 

南見 和華  

 

 
妻は、身体を動かすことが好きだった 

 

学生の頃から色々なスポーツに親しんでいたよう

だ。私は、あまり多くのスポーツを好んでするほうで

はなかったが、歩くことが好きだったので、よく二人

で山歩きを楽しんだ。登山と呼べるほどのことはしな

かったが、専門店に行って山歩き用のしっかりした登

山靴やリュックサックを購入し、天気の良い休みの日

には、首都圏近隣の山へ出かけた。子供が小さい頃は

易しい山を選んで、家族で一緒に歩いた。子供が中学

生になり付いてこなくなると、再び二人だけで出掛け

た。 

中央線の沿線に住んでいたので、高尾山はもちろん

のこと、陣馬山、御岳山、奥多摩などへ良く出かけた。

初夏の箱根明神ヶ岳、夏の八方尾根や上高地、紅葉の

奥日光なども忘れられない。 

 

妻の病状が進み、山歩きができなくなると、家の近

所を二人で散歩した。東西南北いずれの方向にも凡そ

片道40分くらいの目安だ。疲れると、公園や、喫茶

店で一休みする。麺好きの二人で、お昼に蕎麦屋にも

良く入った。たまに遠出をして一時間以上歩き、帰り

は電車で戻って来たり、突然、雨が降り出しタクシー

を拾って家まで帰ったこともあった。 

 

「天気が良いから、散歩に行こうか？」。私が誘う

と、妻は素直に従う。ただ一緒に街を歩くだけだ。他

愛のない会話をする。咲いている花を見て、何と言う

花だろう、と聞く。和菓子屋で買った豆大福を公園の

ベンチで食べる。取り壊し中の建物があると、また新

しいビルができるね、と話したり、面白そうなお店を

見つけると立ち寄り、店員さんと会話をしたりした。 

それが幸せだった。穏やかで、いつまでも続いて欲し

いと願った幸せだった。 

 

 

 

もう間もなく、そんなこともできなくなってしまう日

がやってくる、と知りながら、恐れながら、だんだん

歩く速度がゆっくりになって行く妻のペースに合わ

せて、街を二人で歩いた。 

 

そんなある日、その日も、散歩に行こうと、妻に声

をかける。「はい」と言って、先に妻が玄関に向かう。

遅れて玄関に行くと、私の目に飛び込んできたのは、

靴を左右逆に履いている妻の足元だ。 

 

何だ、これは！ やめてくれ！ 何かの間違いだろう！ 

 

驚きと悲しみと病気に対する怒りと、綯い交ぜにな

った複雑な感情が一気に私の心の中で渦巻いた。 

「靴が右左逆だよ」と伝えると、靴を見つめ、何を言

われているのかわからない様子で、ただ茫然としてい

る。誰か助けてくれ、と絶望の淵を覗くような思いで

身をかがめ、靴を脱がせ、履き直しさせてやる。 

 

その後、妻は、散歩を嫌がるようになった。そして、

ほどなく入院することになってしまう。 

 

散歩の時に履いた同じメーカーの色違いのウォー

キングシューズ。だいぶ年季が入った私のブルーのシ

ューズは、捨てることが出来ず、修理をして未だに使

っている。そして、もう二度と持ち主に履かれること

のなくなってしまった、少し光沢のある特徴的なブロ

ンズ色のシューズは、今でも靴棚の、妻が取りやすい

高さに置いてある。 

 

（2019年 5月に寄稿いただきました。） 
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『長～い介護の体験記』 
 

 

野上 高伸   
 

１．はじめに 
妻がアルツハイマーとの診断を受けたのは、１７年前

の私が定年で仕事を辞めた年でした。医師はＣＴ検査の

結果を、私だけを呼んで話してくれましたが、その話の

内容は、奥さんはアルツハイマーの初期症状で、今はア

リセプトという症状を治すことはできないが、遅らす薬

を毎日３ミリ（後に５ミリ）錠剤を服用するように言わ

れました。当時はアルツハイマーといっても話に聞いた

ことがあるくらいで、特段知識を持っているわけでもな

く、ただじっと先生の話を聞くだけでした。帰りに妻か

ら「私の病気はどうだったの、重くないんでしょ？」と

尋ねられ、そんなに重くないよ、薬を毎日飲んでおれば

治るよ」と生半可なことを言って、帰途につきました。

それからというものが大変でした。 

 

２．デイサービスの開始と徘徊 
ごく初期のころは、知人たちに妻がアルツハイマーと

いう診断を受けたといっても、妻と会う知人は一様に「奥

さんはどうもないじゃない、前と変わらないよ」、と会

う人ごとに言われ、妻は妻で私が渡した３ミリのアリセ

プトを、私が飲め、飲めいうものだから、ある時はこっ

そり捨てておりました。 

認定をされた最初から要介護２でしたが、２～３年間

はなんとか３か月に１回の検診で横浜に行き、アリセプ

トを処方してもらうようなことで済みましたが、ケアマ

ネとも相談し、デイサービスに週 1 回通うことになり、

翌年３月から少し遠いけど評判の良い隣町の小人数の介

護施設にも週1回通い、２年くらい後には後者の少人数

の施設に一本化し、週1から２～３～４～５と回数を増

やし、１２年間通いました。 

この間の大きな苦労は徘徊の始まりでした。朝起きて

みると妻はもういない、こんなことが数度続き、玄関の

扉を中からは開けらないものを取り付けたりしましたが、

約1年間、町の行方不明アナウンサーで２回、管轄の大

磯警察署で保護されたもの５回などでしたが、もっとも

長時間にわたったものは、ある土曜日の午後、隣町の大

磯からバスに乗り小田急の走る秦野まで出て、小田急に

乗り渋谷へ、それから環状線で東京駅へ、そこから中央

線で終点の高尾へ、そこから京王帝都で終点の新宿へ。 

これは当時、いつも肩にかけるハンドバッグの中に私

と同じ携帯電話のＧＰＳ機能搭載の携帯電話を持たせて

いましたので、全部追跡できたわけです。警察は神奈川

県警から東京警視庁へ、電車も小田急からＪＲ 、そして

京王帝都へと約８時間の徘徊でした。夜の８時ころにな

って新宿警察から電話があり、奥さんをただいま保護し

新宿警察署であずかっていますからひきとりに来てくだ

さい、という電話があり、急いで新宿警察についたのが

夜 11 時、それから遠距離だけれどもタクシーで自宅に

ついたのが深夜の1時でした。 

不思議なことに、バッグの中に私が入れておいた現金

３万円は全く減っていないし、昼食を食べた形跡もない

という状況で、どうやって改札をくぐったのかなど不明

なことばかりでした。 

しかしこの施設も、自宅前の８段ある階段の上り下り

などだんだん対応が難しくなりました。 

 

３．誤嚥性肺炎から延命措置選択へ 
次に、自宅から１０分程度の近くの施設にショートス

ティを兼ねて約２年間通うことになります。 

ここはディサービスからショートスティ、特別老人養

護施設までやっている総合施設ですが、ここには２年間

通うことになり、翌年から特養に移る契約もできていた

時に、まず1回目の誤嚥性肺炎を起こし、これは近隣の

大学病院で1週間くらいで治りましたが、それから３か

月後また同じ誤嚥性肺炎をおこし、今度は 1９日間くら

いの入院となり、主任の医師からは「これからは口から

食べることは難しいので、胃ろうか、中心静脈からカテ

ーテルを入れての栄養補給か、それともこのまま口から

の摂取を断念するか、そうす ると 1 週間くらいで生命

がたたれますが・ ・」どうしますかと問われ、子供たち

とも相談するので時間をくださいと頼みこみました。 

子供は３人おりますが、初めての、しかも母親の生命

にかかわることなので、それぞれ明確な判断は出ません

でした。自分は延命について石飛幸三先生の講演も２度

聞き、「平穏死」の本も読んでおり、頭の中ではこの考

え方に共鳴しておりました。しかしいざとなって、べッ

ドに横たわり、じっと目を開いている妻を見ていて、こ

のままカテーテルを外すと、あと 1週間で死にますよと

言われた時に、これまで５２年間一緒に生活してきた妻

が、このまま息絶えるということはどうしても耐えられ

ませんでした。朝日新聞の２０１８年８月１０日の声の

投稿に載りましたが、考えに考えた上に、中心静脈カテ

ーテルで命がつなげる医院への転院を選択し、この年の 

11 月に転院しました。 

現在２年目となりましたが、この冊子の発行される頃 

の妻の命はどうなっているか、私にはわかりません。 

 
（2019年5月に寄稿いただきました。） 
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■７月定例会 

日時：７月２８日(日) １３：００～ 
（１２：３０受付開始） 

会場：『新宿区立障害者福祉センター』 
新宿区戸山１－２２－２（地図参照） 

家族交流会：「日ごろの疑問に専門家がお答えします」  
<お答えいただく先生方（予定）> 

宮永和夫（南魚沼病院事業管理者・医師）・比留間ちづ子（若年認知症社会参加支援センタージョイント 

所長・作業療法士）・勝野とわ子（岩手保健医療大学教授・首都大学名誉教授）・小野寺敦志（国際医療

福祉大学大学院准教授）・厚東知成（医師） 

 （以上各氏とも若年認知症サポートセンター理事/彩星の会顧問）  

＊別紙質問票をお寄せください。7 月 ２４日（月）必着。（質問項目は一人２問以内でお願いいたします） 

本人交流会：『スイカの季節がやってきた！』 スイカ割りと楽しいゲームなど。 

 

■下記の方々からご寄付をいただきました。（４月～５月） 

石坂由美子様 伊藤照美様 伊藤雄子様 今村 香様 大久保英一様 金子和彦様 上薗里津子様 亀谷 

恵子様 木村幸子様 久保田明子様 小林千代子様 古宮 實様 酒井一枝様 鈴木富美子様 隅田繁幸

様 高橋浩重様 中村敏子様 平山惠一/裕子様 藤沼三郎様 古川眞紀子様 増田倫子様 松野哲子様 

矢口栄子様 柳井明子様 山本みつる様 吉田員子様 吉田佳子様 若林啓子様 飯田真理子様 内田

佐代子様 手塚公枝様 中野玲子様 松村美洋子様 太田礼子様 白石真澄様 大澤 誠様 水村 徹様 

田邊 薫様 斎藤正彦様 佐野とも子様 今井康之様 渡辺泰雄様 田鹿 勉様 鈴木廣子様 中島れい子

様 竹澤友広様 浦田典明様 高橋 廣様 長能光仙様 白石裕美様 渡辺孝行様 宮田清香様 新宿区

障害者団体連絡協議会様  

●寄付合計額（1 月～5月）一般寄付 268,200 円、20 周年プロジェクト寄付 262,000 円 

厚く御礼申し上げます。  （彩星の会事務局） 
 

■創立２０周年記念事業のためのご寄付をお願いいたします。（振込先）  
●郵便局（ゆうちょ銀行）からのお振込  

店名：〇一九（ゼロイチキュウ）当座預金：０６３５５７９ 口座名：彩星の会２０周年記念プロジェクト

●銀行からのお振込  

三菱ＵＦＪ銀行 六本木支店 普通預金：０７８９６８１ 

口座名：２０周年記念プロジェクト 若年性認知症家族会・彩星の会 

●専用振込用紙（郵便振込）を使用すると手数料無料になります。ご希望の方は下記事務所までご連絡く

ださい。パンフレットと振込用紙をお送りいたします。   

 

 

 

 

 

 

 

■ご相談・ご入会は彩星の会事務局までご連絡ください 

【相談日】月、水、金１０時３０分～１６時 

お盆休みのお知らせ：８月１０（土）～８月１８日（月）事務所はお休みします。 

電話：03－5919－4185 FAX：03－6380－5100 

e-mail：hoshinokai@beach.ocn.ne.jp   HP：http://www.hoshinokai.org 

■年会費家族会員 5,000 円賛助会員 A５,000 円/B３,000 円/C1０,000 円 

■お申込み（ご入金）は下記振替口座宛てにメッセージを添えてお願いします。 

郵便振替口座番号：00170‐7‐463332 加入者名：若年性認知症家族会・彩星の会 


